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淀
江
の
宿
今
津
田
中
家
の
オ
ー
ナ
ー 

私 

田
中
洋
子
が
2
0
2
0
年
5
月
に
淀
江
に

U
タ
ー
ン
し
て
か
ら
３
か
月
ほ
ど
た
っ
た

あ
る
日
、
米
子
日
吉
津
商
工
会
の
事
務
長 

小
川
直
生
さ
ん
が
商
工
会
入
会
の
勧
誘
の

た
め
訪
ね
て
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
宿

に
関
す
る
補
助
金
の
情
報
な
ど
と
共
に
、

「
大
山
時
間
（
だ
い
せ
ん
じ
か
ん
）
〜
鳥
取

県
西
部
の
商
工
会
が
結
束
し
て
鳥
取
県
西

部
地
域
の
魅
力
を
域
内
外
に
発
信
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
「
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」
へ
の

お
誘
い
も
戴
き
ま
し
た
。

　
「
マ
マ
チ
ャ
リ
し
か
乗
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
し
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
人
達
と
一

緒
に
走
る
な
ん
て
無
理
で
す
。」

　
「
電
動
自
転
車
e
バ
イ
ク
の
レ
ン
タ
ル
が

可
能
で
す
の
で
、
大
丈
夫
で
す
。
是
非
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。」

　
そ
の
言
葉
に
押
さ
れ
て
参
加
す
る
こ
と

と
な
り
、
ま
ず
は
9
月
に
座
学
を
受
講
し

ま
し
た
。
講
師
は
、
株
式
会
社
A
R
C
H 

H
E
R
O 

H
O
K
K
A
I
D
O
の
髙
橋 

幸

博
さ
ん
で
、
2
回
の
座
学
を
受
け
て
、「
交

通
の
便
が
悪
い
こ
の
地
域
に
サ
イ
ク
リ
ン

グ
は
と
て
も
い
い
か
も
」
と
思
う
よ
う
に

自
転
車
で
周
る
淀
江
の
魅
力

　
淀
江
の
宿 

今
津
田
中
家
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
タ

イ
プ
の
電
動
自
転
車
e
‐
b
i
k
e
（
以
下
e

バ
イ
ク
）
を
5
台
置
い
て
お
り
、
宿
泊
さ
れ
た

お
客
様
な
ど
に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
B
i
s
u
i
D
a
i
s
e
n

が
2
0
2
2
年
5
月
に
実
施
し
た
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
や
、
米

子
日
吉
津
商
工
会
が
9
月
に
実
施
さ
れ
た

「
Y
O
N
A
G
O
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ニ
バ
ル  

in

  

Y
O
D
O
E 

2
0
2
2
（
第
29
回
）」
に
合
わ
せ

た
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
宿
泊
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ツ
ア
ー
」
な
ど
で
も
宿
の
e
バ
イ
ク
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
宿
泊
さ
れ
た
お
客
様
と
は
、
妻
木
晩
田
遺
跡

ま
で
、
天
の
真
名
井
ま
で
、
壺
瓶
山
の
頂
上
ま

で
、
本
宮
の
泉
ま
で
、
植
田
正
治
写
真
美
術
館

ま
で
な
ど
、
そ
の
方
々
の
体
力
や
ご
希
望
に
合

わ
せ
て
、
一
緒
に
e
バ
イ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
ご
自
身
た
ち
だ
け
で
も
効
率

的
に
周
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
宿
独
自
の
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
M
A
P
を
作
成
し
、
各
所
で
ク
イ

ズ
に
答
え
な
が
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
体
験
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
徒
歩
よ
り
も
軽
快
に
巡

れ
、
季
節
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
車
で
通
っ
た

だ
け
で
は
見
落
と
し
て
し
ま
う
自
然
や
集
落
の

様
子
を
し
っ
か
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

黄
金
に
染
ま
っ
た
稲
穂
の
中
を
駆
け
抜
け
る
ツ

ア
ー
、
壺
瓶
山
に
上
り
大
山
か
ら
日
本
海
ま
で

3
6
0
度
の
景
色
を
鳥
瞰
す
る
ツ
ア
ー
、
水
源

を
巡
る
ツ
ア
ー
な
ど
が
と
て
も
好
評
で
す
。

な
り
、
そ
の
後
10
月
の
実
技
（
日
南
町
を

巡
る
約
2
0
k
m
の
コ
ー
ス
）
で
、
ス
ポ
ー

ツ
タ
イ
プ
の
e
バ
イ
ク
に
初
め
て
乗
り
ま

し
た
。
マ
マ
チ
ャ
リ
し
か
経
験
の
無
か
っ

た
私
で
も
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
人
た
ち
と
も

一
緒
に
走
れ
て
、
坂
道
も
楽
々
、
20
k
m

の
距
離
が
と
て
も
楽
で
、
里
山
の
風
を
感

じ
な
が
ら
地
元
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
も

あ
り
、
と
て
も
素
敵
な
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
11
月
の
実
技
は
、
地
元
淀
江
で
の
初

サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
弓
ヶ
浜 

〜 

天
の
真
名
井 

〜 

本
宮
ど
ん
ぐ
り
村 

〜 

森
の
国
の
約
28

k
m
の
コ
ー
ス
を
e
バ
イ
ク
で
走
り
、
坂

道
で
そ
の
威
力
を
体
感
し
、
e
バ
イ
ク
で

周
る
淀
江
の
楽
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
そ
の
経
験
か
ら
、
2
0
2
1
年
の
春
に

e
バ
イ
ク
を
1
台
購
入
し
、
軽
ト
ラ
に
積

み
こ
ん
で
、
琴
浦
町
・
南
部
町
・
江
府
町
・

伯
耆
町
と
い
っ
た
場
所
で
の
「
サ
イ
ク
ル

ガ
イ
ド
養
成
講
座
」
に
も
参
加
し
、
e
バ

イ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
魅
力
を
ぜ
ひ
宿
の

宿
泊
者
に
も
体
感
し
て
い
た
だ
こ
う
と

徐
々
に
台
数
を
揃
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
私
の
よ
う
に
マ
マ
チ
ャ
リ
し
か
乗
っ
た

こ
と
が
無
い
・
・
・
と
い
う
皆
様
も
ぜ
ひ

e
バ
イ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
ご
体
感
く
だ

さ
い
。
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■
基
本
コ
ー
ス

■
む
き
ば
ん
だ
遺
跡

�������

　
雄
大
な
名
峰
大
山
（
だ
い
せ
ん
）、
対
岸

に
弓
ヶ
浜
半
島
や
島
根
半
島
な
ど
の
島
な

み
が
見
え
る
日
本
海
を
フ
ロ
ン
ト
や
バ
ッ

ク
に
臨
み
な
が
ら
、
6
0
0
0
年
以
上
前

か
ら
人
が
住
み
続
け
て
い
る
集
落
や
史
跡
、

湧
水
な
ど
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。

　
自
転
車
に
ず
っ
と
乗
っ
て
お
ら
ず
、
坂

道
を
e
バ
イ
ク
で
も
上
る
自
信
の
な
い
方

は
、
ま
ず
は
「
天
の
真
名
井
」
に
上
る
坂

は
遊
歩
道
を
徒
歩
で
上
る
、
3
6
0
度
の

景
色
が
鳥
瞰
で
き
る
「
壺
瓶
山
」
を
上
る

の
を
や
め
て
壺
瓶
山
の
麓
を
周
遊
・
・
・

と
い
う
形
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
本
宮
の
泉

■
植
田
正
治
写
真
美
術
館

植田正治は世界で最も注目された日本
人写真家のひとり。建築家･高松伸設計
による館内からは水面に映る“逆さ大山”
が楽しめる。

観光客が訪れる人気の湧き水で、鳥取
県の「因伯の名水」にも指定されている。
鳥取県西部で唯一、亜熱帯植物「クリ
ハラン」が自生。

国内最大級の弥生時代の集落遺跡。鳥
取県立むきばんだ史跡公園で遺跡を保
存・復元公開。竪穴住居や高床倉庫・墓、
遺構展示館などがある。

　
淀
江
の
宿
今
津
田
中
家
は
国
道
9
号
線
（
京

都
府
京
都
市
〜
山
陰
地
方
〜
山
口
県
下
関
市
）

に
も
面
し
て
い
ま
す
。
山
陰
自
動
車
道
開
通
で

車
の
通
行
量
が
減
少
し
た
９
号
線
沿
線
の
地
域

活
性
化
等
を
図
る
鳥
取
県
は
、
県
内
を
東
西
に

横
断
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
と
し
て
「
鳥

取
う
み
な
み
ロ
ー
ド
（
と
っ
と
り
横
断
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ル
ー
ト
）
〜
東
の 

J
R 

東
浜
駅
（
岩
美

郡
岩
美
町
）
と
西
の 

J
R 

境
港
駅
（
境
港
市
）

を
結
ぶ
全
長
約
1
5
2
k
m
〜
」
を
令
和
２
年

３
月
２２
日
に
開
通
。
令
和
４
年
に
は
、
鳥
取
県

観
光
交
流
局
観
光
戦
略
課
に
「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
振
興
室
」
が
新
設
さ
れ
、「
鳥
取
う
み
な

み
ロ
ー
ド
」
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
（『
日
本
を
代
表
し
、
世
界
に
誇
り
う
る
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト（
英
語
版
）を
認
定
す
る
制
度
』

で
、
2
0
1
9
年
の
導
入
以
降
に
指
定
を
受
け

た
の
は
「
ビ
ワ
イ
チ
（
琵
琶
湖
一
周
）」
な
ど
6

ル
ー
ト
）」
の
指
定
を
目
指
し
、
走
行
環
境
の
整

備
や
受
入
環
境
の
充
実
に
向
け
た
取
組
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
淀
江
の
宿
今
津
田
中
家
を
起
点
に
し
て「
鳥

取
う
み
な
み
ロ
ー
ド
」
か
ら
少
し
は
ず
れ
、
淀
江
の

町
や
山
あ
い
に
入
る
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

オ
プ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

淀江の宿 今津田中家 ～ 上淀白鳳の丘（かみよど
はくほうのおか）展示館 ～ 天神垣（あめのかみ
がき）神社 及び、神社内にある国指定重要文化財 
石馬（いしうま） ～ 国史跡 上淀廃寺（かみよどは
いじ）跡 ～ 絵画土器 角田（すみだ）遺跡 ～ 天
の真名井 ～ 壺瓶山（つぼかめやま） ～ 日吉神社 
～ 淀江和傘伝承館 ～ 淀江港 ～ メイちゃん農場 
～ 淀江の宿 今津田中家 (14.4km)

昼食例：淀江ゆめ温泉・真名井ばあちゃんのせせ
らぎレストラン・ひの木家・ラーメン悟空・みど
り寿司・韓国料理約束

雄
大
な
絶
景
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
国
史
跡

い
ず
れ
も
勾
配
の
あ
る
坂
道
を
含
む

１
日
３
万
ト
ン
の
水
量
を
誇
る
湧
水

老
若
男
女
満
足
度
が
と
て
も
高
い
！

※淀江の宿今津田中家は、鳥取県版サイクリスト支援体制「ダイジョウブシステム」の「鳥取県サイクリストに優し
い宿」「サイクルカフェ」の認定を受けております。サイクリストの方々もお気軽に施設をご利用ください。

©️Google Map
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淀江の宿今津田中家
会員募集

年会費
2,000 円

���������� 会
員
特
典

●

●

●
※11月以降 当宿にてお渡し

（飲食・カフェスペースレンタル・宿泊・イベント参加）
毎月１回 各種割引券

お米1升 (約1.5kg)プレゼント(きぬむすめor もち米)

毎月 1回 瓦版など印刷物の郵送
お申込み
フォーム

■
上
淀
廃
寺
周
辺

■
天
の
真
名
井
周
辺

■
壺
瓶
山
周
辺

■
軽
ト
ラ
で
の
運
搬
・
サ
ポ
ー
ト

■
き
ま
ま
に
散
策

※2月は日替わり店長をお休みします。食事・カフェの予約は4名様以上で承ります。

　
日
本
最
古
級
の
彩
色
仏
教
壁
画
片
を
出

土
し
た「
上
淀
廃
寺（
国
史
跡
）」周
辺
に
は
、

国
史
跡
の
向
山
（
む
こ
う
や
ま
）
古
墳
群
、

国
指
定
重
要
文
化
財
の
石
馬
（
い
し
う
ま
）

を
保
管
し
て
い
る
天
神
垣
神
社
（
あ
め
の

か
み
が
き
じ
ん
じ
ゃ
）、
縄
文
時
代
か
ら
続

く
淀
江
平
野
の
歴
史
の
変
遷
と
遺
物
を
見

る
こ
と
が
出
来
る
「
上
淀
白
鳳
の
丘
展
示

館
」、
ハ
ス
園
が
あ
る
「
伯
耆
古
代
の
丘
公

園
」、
淀
江
ゆ
め
温
泉
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
「
天
の
真
名
井
」
と
は
、
高
天
原
に
あ
る

と
さ
れ
る
神
聖
な
井
戸
の
こ
と
で
、
古
来

清
ら
か
な
水
に
与
え
ら
れ
た
最
大
級
の
敬

称
で
す
。
こ
の
湧
水
か
ら
流
れ
る
泉
川
下

流
の
田
の
角
田
（
絵
画
土
器
）
や
河
原
田

か
ら
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
水
が
原
始
時
代
の
人
た
ち
の

生
活
と
土
地
開
発
の
源
で
あ
っ
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
の
他
の
湧
水
地

や
遺
跡
な
ど
も
巡
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
壺
瓶
山
」
は
標
高
1
1
3
．7
m
の
低

い
山
で
す
が
、
想
像
以
上
に
続
く
山
頂
ま
で

の
坂
道
は
e
バ
イ
ク
で
も
き
つ
く
、
上
り

き
っ
た
後
は
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
中
腹
か

ら
続
く
茶
畑
、
日
本
海
や
大
山
を
3
6
0
度

見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
山
頂
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
麓
に
は
、
い
く
つ
か
の
湧
水
地
、

境
内
に
踏
切
が
あ
る
「
日
吉
神
社
」
な
ど
が

あ
り
、
情
緒
残
る
淀
江
の
町
並
み
の
中
を
駆

け
抜
け
て
宿
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
白
砂
青
松
の
弓
ヶ
浜
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
で
皆
生
〜
境
港
ま
で
サ
イ

ク
リ
ン
グ
、
島
根
県
（
美
保
関
・
松
江
・
出

雲
な
ど
）
へ
足
を
延
ば
す
、
う
み
な
み
ロ
ー

ド
で
鳥
取
県
中
東
部
へ
向
か
う
、
大
山
周
遊

で
坂
道
を
堪
能
・
・
・
な
ど
、
様
々
な
サ
イ

ク
リ
ン
グ
が
可
能
で
す
。
軽
ト
ラ
で
の
自
転

車
の
運
搬
や
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
同
行
な
ど
の
支

援
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
淀
江
の
宿
今
津
田
中
家
の
す
ぐ
近
く
に
は

日
本
海
が
あ
り
、
海
沿
い
に
走
っ
て
い
く
と
、

対
岸
に
弓
ヶ
浜
半
島
（
皆
生
や
境
港
）、
島
根

半
島
（
美
保
関
）、
天
気
の
い
い
日
は
遠
く
に

隠
岐
の
島
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
海
風

が
き
つ
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
自
転
車

で
走
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

基
本
コ
ー
ス

石馬 上淀廃寺

角田遺跡 天の真名井

日吉神社 壺瓶山

石馬 上淀廃寺

角田遺跡 天の真名井

日吉神社 壺瓶山

■
海
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

��������������������������������������

と
の
組
合
せ

　
B
i
s
u
i
D
i
a
s
e
n
が
2
0
2
2

年
10
月
に
実
施
し
た
県
内
の
高
校
向
け
の
修

学
旅
行
で
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
S
U
P
の

組
合
せ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。
淀
江
ゆ
め
温

泉
に
あ
る
電
動
マ
マ
チ
ャ
リ
自
転
車
20
台
も

活
用
し
、「
淀
江
ゆ
め
温
泉
〜
天
の
真
名
井
〜

壺
瓶
山
〜
淀
江
港
」
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
も

う
半
分
の
20
名
は
淀
江
港
で
S
U
P
を
行
い
、

そ
の
後
は
入
れ
替
わ
り
で
、
S
U
P
を
や
っ

た
メ
ン
バ
ー
が
逆
ル
ー
ト
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
淀
江
港
に
来
た
メ
ン
バ
ー

が
S
U
P
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
を
行
い
、
1

日
40
名
×
2
日
間
で
計
80
名
の
方
に
淀
江
で

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
S
U
P
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
海
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
組
合
せ

な
ど
も
可
能
で
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︵
S
U
P
・
カ
ヤ
ッ
ク
等
︶
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㈱
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リ
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代
表
取
締
役
。
淀
江
町
今

津
に
あ
る
実
家
を
多
く
の
人
の
手
を
借

り
て
リ
ノ
ベ
し
て
U
タ
ー
ン
し
、
宿
と

し
て
活
用
。

第
�
弾
は
��
名
が
集
結
！

「淀江プロジェクト」とは、今津田中家という一軒の古民家を巡る物語である。
「淀江プロジェクト」物語 [ 第十話 ]連載

作
者
：
田
中 

洋
子

手
伝
い
ま
す
か
ら
︑
一
緒
に
や
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
！

締
め
く
く
り
は
跳
び
箱
で
︒

� � ­��� ����� ��� �������������	���������¡��¢���£

「
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
物
語

[

第
10
話]

� 
	 ������������������ ­������

お店のポイントが貯まる！

ー 

第
十
一
話
に
続
く 

ー

©Google Earth

き
、
2
日
間
で
、
見
違
え
る
よ
う
に
物
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
母
屋
の
洋
室
2
室
は
、
父
母
の
物
が
溢
れ
て
い
て
、
洋
子
が
確
認
し

な
が
ら
少
し
ず
つ
片
づ
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
希
さ
ん
が

「
私
た
ち
が
手
伝
い
ま
す
か
ら
、
一
緒
に
片
づ
け
て
し
ま
い
ま
し
ょ

う
。
洋
子
さ
ん
は
ど
ん
ど
ん
私
た
ち
に
指
示
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
声
を
か
け
て
く
れ
、
予
定
外
の
速
さ
で
広
い
範
囲
の
片
付
け
が
進

ん
で
い
っ
た
。

　
片
付
け
を
し
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

一
緒
に
片
付
け
し
て
く
だ
さ
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
、
出
会
っ
た
こ
と
の

な
い
洋
子
の
父
母
・
祖
母
・
そ
し
て
洋
子
や
弟 

衆
の
小
さ
い
頃
の
作

品
・・・
に
触
れ
て
、
親
近
感
を
持
ち
、
思
い
出
を
共
有
し
て
く
れ
て
、

食
事
や
休
憩
の
時
間
に
は
そ
の
話
題
で
も
盛
り
上
が
っ
た
。

　
と
て
も
と
て
も
気
が
重
か
っ
た
片
付
け
が
、
一
気
に
楽
し
い
片
付

け
に
変
わ
っ
た
第
2
弾
だ
っ
た
。

　

2
0
1
9
年
1
月
22
日
〜
23
日
の
2
日
間
、大
阪
・
奈
良
・
兵
庫
・

鳥
取
県
の
浜
村
・
米
子
な
ど
か
ら
10
名
の
メ
ン
バ
ー
が
田
中
家
に

集
結
！

　
屋
根
裏
か
ら
は
、
古
文
書
の
入
っ
た
い
く
つ
か
の
箱
・
ス
キ
ー
用
品
・

卓
球
台
・
跳
び
箱
・
2
段
ベ
ッ
ド
な
ど
、「
父
母
が
狭
い
梯
子
を
か
け
て
上

る
し
か
な
い
屋
根
裏
に
よ
く
上
げ
れ
た
な
ぁ
〜
」
と
思
う
よ
う
な
大
き
な

も
の
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
。 

2
0
1
8
年
12
月
の

第
1
弾
に
も
来
て
く
れ
た
5
名

の
総
勢
10
名
で
、
屋
根
裏
部
屋
、
母
屋
の
3
部
屋
、
そ
し
て
様
々
な
物

入
に
あ
る
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
多
く
の
荷
物
の
数
々
を
一
気
に
片
づ

け
て
く
れ
た
。

★
関
西
（
大
阪
・
奈
良
・
神
戸
）
か
ら

■
奥
井 

希
さ
ん
（
前
田
文
化
）

■
羽
渕 

正
樹
さ
ん
（
大
工
）

■
河
合 

勇
太
朗
さ
ん（
パ
ー
リ
ー
建
築
）

■
中
土
喜
博
さ
ん
（
空
気
職
人
）

★
浜
村
か
ら

■
嶋
田 

和
史
さ
ん
（
パ
ー
リ
ー
建
築
）

　
洋
子
と
衆
が
小
学
生
の
頃
、

父
が
跳
び
箱
と
鉄
棒
を
購
入
し

て
く
れ
て
、
母
屋
で
使
っ
て
友

達
と
も
よ
く
遊
ん
で
い
た
。
鉄

棒
は
ど
な
た
か
に
譲
っ
た
よ
う

で
、
出
て
こ
な
か
っ
た
が
、
洋

子
が
中
学
生
の
受
験
期
の
息
抜

き
の
時
間
に
、
家
族
で
毎
晩
の

よ
う
に
離
れ
に
置
い
て
使
っ
て

い
た
卓
球
台
も
見
つ
か
っ
た
。

　
片
付
け
が
終
わ
っ
た
23
日
の

夕
方
、
締
め
く
く
り
に
、
屋
根

裏
か
ら
出
て
き
た
跳
び
箱
を
皆

が
跳
ん
で
、
第
2
弾
は
完
了
！

　

　
ど
の
部
屋
も
足
の
踏
み
場
が
無
い
ほ
ど
、
物
で
溢
れ
か
え
っ
て
お

り
、
役
割
分
担
し
、
米
子
市
の
厳
し
い
可
燃
不
燃
の
決
ま
り
を
確
認

し
て
仕
分
け
し
な
が
ら
、
手
際
よ
く
ど
ん
ど
ん
片
づ
け
が
進
ん
で
い

第
2
弾
か
ら
参
加
の
5
名

■
姐
さ
ん
（
サ
ハ
ラ
ク
ミ
コ
）
さ
ん

■
し
ょ
う
き
ち
（
野
崎
将
太
）
さ
ん

■
翔
太
郎
（
宮
原
翔
太
郎
）
さ
ん

■
ゆ
っ
て
ぃ
（
河
津
優
平
）
さ
ん

■
俺
ロ
ッ
ク
（
松
尾
隆
志
）
さ
ん

・・・第1弾 (2018年 12月 )作業箇所
・・・第2弾 (2019年 1月 )作業箇所


